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第２学年 生活科学習指導案

日 時 平成２４年１０月１７日(水）

児 童 男子６名 女子９名 計１５名

指導者 佐藤 紀和子

場 所 生活科教室

１ 単元名 「ハートをつなごう」

２ 単元を設定するにあたって

（１）単元について

本教材は、学習指導要領の内容（３ 「自分たちの生活は、地域で生活したり働いたりしている）

人々や様々な場所とかかわっていることが分かり、それらに親しみや愛着をもち、人々と適切に接

することや安全に生活することができるようにする （４ 「公共物や公共施設を利用し、身の回。」 ）

りにはみんなで使うものがあることやそれを支えている人々がいることなどが分かり、それらを大

切にし、安全に気を付けて正しく利用することができるようにする （５ 「身近な自然を観察し。」 ）

たり、季節や地域の行事に関わる活動を行ったりなどして、四季の変化や季節によって生活の様子

が変わることに気付き、自分たちの生活を工夫したり楽しくしたりできるようにする （８ 「自。」 ）

分たちの生活や地域の出来事を身近な人々と伝え合う活動を行い､身近な人々とかかわることの楽

しさが分かり､進んで交流できるようにする」を受けて設定したものである。

生活科の学習は繰り返しが重要であるとされる。活動を繰り返したり対象とのかかわりが深まっ

たりするのに伴って、気付きが質的に高まっていくからである。身近な人々や場所と関わる活動を

繰り返し行い、活動を通して地域がより一層身近になることが大切である。児童は１学期のまち探

検で身近な地域の場所を探検し、そこで生活したり働いている人々と出会ったり接したりしてきて

いる。

本単元の探検では、前回とは異なった視点で探検することになる。これまでの探検を通して新た

に生まれた児童の思いを整理しながら、さらに明確な目的意識をもって地域にかかわっていけるよ

うな活動を設定する。そして、身近な人々との関わり合いを通して、地域に対する視野を広げ、愛

着を深めていきたいと考える。

（２）児童の実態

本学級の児童のほとんどの家は祖父母が農業を行い、両親は共働きである。買い物は、宮城県の

スーパーマーケットや量販店に行くことが多く、永井地域に住んでいながら、どこにどんな店があ

るのか知らない児童もいる。

児童は、１学期に「まちはたからばこ」の単元で、地域の自然や商店などを探検し、地域のよさ

や生活の関わりについて関心をもったり、探検から得た「お店のひみつ」を、絵や文等で表し、友

達と交流した。さらに１年生に寸劇や紙芝居にして伝える学習を行ってきた。

探検には意欲的に取り組んでおり、前単元の「図書館のひみつをみつけよう」では、公共の交通

機関を利用しながら図書館を探検し、公共物や施設の使い方を知り､正しく利用することで、自分

たちの生活を豊かにしてくれるものがあることを理解し、そこで働いている人々と関わる活動を行
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ってきている。

まだ、自分の思いや考えをうまく伝えられない児童もいるので、国語科との関連を図りながらペ

アやグループ学習で自分の考えを述べたり伝えたりすることを取り入れてきた。言語能力には個人

差があるが、絵や動作は好んで行うので絵の説明をしたり動作に言葉を入れて表現するようにさせ

ている。

（３）指導にあたって

「 出会う」段階では、１学期の探検を思い起こし、もう一度会いたい人やもっと見たいこと・

聞きたいことを話し合い、まち探検の計画につながるようにする。

「 」 、 、 、かかわる 段階ではまち探検に行く目的を 仕事をじっくり見ることで 工夫や努力について

発見したり、聞き取ることができるようにする。さらに、仕事の一部を体験したり、手伝ったりす

ることを通して仕事の大変さや喜び、そこで働く人の思いなどを探検カードにメモする。そして、

発見したことや体験したカードをもとに 「しごとのひみつ」として伝え合う計画を立てさせる。、

「深める」段階では 「しごとのひみつ」を、その人の仕事内容、努力や工夫、喜び、仕事に対、

する思いなどをグループで表現方法を考えて発表し合う。活動で得られた様々な気付きの質をさら

に高めるために１回目の探検との比較をしたり、関連付けたりしながら話し合いをさせていく。そ

うすることで、お互いの発表から今まで知らなかったまちのよさに気付き、地域への愛着をもつこ

とができるようにさせたい。最後に、お世話になった人たちに感謝の気持ちを伝える方法を考え、

再度発表会を開いたり手紙を書いて届けたりさせたい。

３ 単元の目標

単元目標 ①地域の、自然や施設、様々な人たちについて、もっと知りたいという気持ちをも

ち、さらに詳しく調べたり仕事を体験したりする活動を通して、まちへの愛着を

いっそう深め、社会の一員として、自分の役割や行動の仕方を考えることができ

るようにする。

②体験を通してわかったり、考えたりしたことを、友達や家族、地域の人々に伝え

ることを通して相互に交流する楽しさや良さがわかり、自分の考えを深めたり新

しい発見をしたりすることができるようにする。

評価規準 【関心･意欲･態度】

・地域の人たちにすすんであいさつをするなど親しくかかわったり、地域の自然を

大事にしたりするとともに、きまりや規則を守って地域での生活をしようとして

いる。

・学習を通してわかったことを友達や地域の人など、身近な人々と伝え会うことに

感心をもち、交流しようとする。

【思考･表現】

・探検を通して感じたことや思ったことを地域の人に伝える方法を考えたり、まち

で見つけたことや体験してきたことを振り返って、工夫して適切に表現したりし

ている。

【気付き】

、 、 、・地域のさまざまな人たちや自然 施設などは 自分たちの生活とつながりがあり

深くかかわっていることに気付いている。
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・友達や地域の人など身近な人々とお互いに交流することの楽しさやよさに気付い

ている。

４単元計画と評価規準 １８時間

段 活動名 時 主な学習活動 ・ 具体の評価規準（・）と 教師の主な支援（ ）

階 間 評価方法【 】

・前の探検を思い越 前回のまちたんけんについて ･前回のまちたんけんの写真ハートをつなご １ ･

し、会ってみたい 積極的に発表しようとして や地図で思い出させる。出 う

人や、もっと見た いる【関→発表】会 （前のたんけんを思い

いこと・聞きたいう 出そう）

ことを話し合う。２

･探検する場所別にグ ・前回の探検とは違う視点か ･見たいこと聞きたいことの

しごとのひみつを ループをつくり行 ら、カードを書こうとして 相談内容を見て足りない点

みつける計画をた く目的を明確にし いる 【関→カード・発表】 を助言する。。

てよう て計画を立てる。３

・グループになり、 ・前の探検と比べながら仕事 ・なぜ、その人のところへしごとのひみつ ３

自分の会いたい人 をしている人の様子をじっ 行ってみたいのか何を詳をみつけう

じっくり見よう のところへ探検に くりと見ようとしている。 しく知りたいのか言える

行き、仕事をじっ 【関→活動の観察･発表・カー ようにさせる。

くり見る。 ド】 ・行きたい場所ごとにグル

・新たに見つけたこ ープをつくる。３～４人

と、をメモする ・目で見ている以上に、様々 ・挨拶やインタビューの仕

・仕事の様子を見せ な仕事があることに気付い 方なども練習し、自信を

てもらう。 ている 【気→カード】 もって探検できるように。

する。か

体けんし ・仕事の内容を見た ･探検に出かけたところでの体 ･ 新しい発見はその都度カか よう ３

り聞いたりする中 験や手伝いなどに喜んで取 ードにメモするようにさわ

で、自分でもでき り組もうとしている せる。る 。

そうなことをやっ 【関→活動の観察】

てみる。

・体験した仕事の難しさ、大 ･ やったことと、やってみ

変さ、喜びなどを、カード て感じたことを書くよう

・やってみて感じた に表現している。 にさせる。

ことを記録する。 【思→活動の観察】

・仕事をしている人たちの工

夫や努力、思いについて、体

験を通して実感的に気付いて

いる 【気→活動の観察、カー。

ド】しごとのひみつ
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･自分で見つけた し ・知らせたい内容やどのよう ・いろいろな方法があるこをまとめよう 「

ごとのひみつ」を な発表にするか考えている。 とを教える。写真の併用も

書いた探検カード 【思→活動の様子】

を発表し合い、発

表方法を考える。10 ４

･発表内容と自分の役

割を考える。

･探検で聞いたこと見 ・仕事の内容、努力や工夫、 ・１学期の探検カードを見深 しごとのひみつ 本

たこと体験したこと 喜び、など仕事に対する思 たり、発表を思い出しため ををしょうかい 時

を しごとのひみつ いを見たり、聞いり、体験 りしながら考えるようにる しよう １ 「 」

として発表する。 したことを通して分かりや する。

すい発表をし ・発表の仕方のよいところている。

。【思→発表 】 にも触れるようにさせる

・体験した仕事の難しさ、大

変さ、その仕事に携わる人

の苦労や努力について気付

いている。

･手紙や招待状を書き 【気→発表･カード】 ・自分たちで発表したのをハートをつたえ ３

お世話になった方々 ･自分の気持ちが相手に伝わる もとに、感謝の気持ちをよう

を招待して発表会を ことのうれしさに気付いてい 入れながら表現させる。

開き、感謝の気持ち る 【気→活動の様子を】。

を伝える。

･町にはさまざまな仕 ･どんな仕事を知っているのみつけたよあこ １

事をしている人がい か してみたい仕事は何かがれのしごと ,

ることに気付くとと ・まちには、探検で見つけた 聞く。

もに自分もあこがれ ほかにも多くの仕事がある

の仕事につきたいと ことに気付いている。 【気

いう気持ちを持つこ →発表 】

とができる。

５ 本時の学習活動（１５ １８）/

（１）本時の活動と子ども

･じっくり見たことや体験したことを仕事の内容、苦労や工夫、仕事に対する思いを表現方法

を工夫しながら協力して発表するようにさせる。

・各グループの伝えようとしている「しごとのひみつ」や、発表の仕方の工夫や頑張りをと

らえ、気付きを全体に紹介しながら、教師が関連付け､意味づけることで、気付きの共有化

を図ることができるようにする。

（２）目標

「 」 。 【 】・みんなに分かりやすく しごとのひみつ を伝えようとしている 関心･意欲･態度
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・みんなに伝えたいこと視点を明確にして発表することができる 【思考・表現】。

・友達の発表から、お店の人の苦労や工夫、仕事に対する思いに気づく 【気づき】。

（３）仮説とのかかわりから

思いや気付きを伝え合い交流した後で、視点を明確にしたカード記入の場面を設けるこ

(手立て１)とで、交流から生まれた新たな気付きを表現させていきたい。

体験してきた仕事の発表やそれに対する質問や意見、感想等を出し合い交流する言語活動

、 、 。 ）をすることによって 気付きを学級全体に広げ 気付きの質を高めていきたい ２（手立て

（４）展 開･評価規準

段階 学 習 活 動 準備資料 教師の支援（・）と評価(○）

教師が撮ってきたある人の写真を見せる。つ １ある人の写真を見てどこのだれ 写真 ･

か考える。

○だれの写真か発表させ、それぞれどこの店か ２本時の学習課題を知る。

のだれの写真か考えている 【関→発言】。

む しごとのひみつをしょうかいしよう

５

どこの場所にいる人か地図で知らせてから３自分たちで考えた伝え方で、し 地図 ・

発表に入るようにさせる。ふ ごとのひみつを紹介しあう。

･１グループ３～４人とする。見つけたよカー

･みんなに知ってほしいことを分かりやすくか ① 工藤美容室の工藤さん ド

② すが虎商店菅原さん 知伝えるためにどんな方法で表現するのか

らせてから発表させる。め ③ ガソリンスタンドの横田さん 各グループの発

○仕事の内容、努力や工夫、喜び、など仕事④ 公民館の武田さん 表道具

に対する思いを見たり、聞いり、体験したる ･紙芝居

･寸劇 ていことを通して分かりやすい発表をし

【思→発表 】・インタビュー形式 る。

･一つのグループ発表ごとに質問や感想をと３５ ・ペープサートなど

る。・お店の人の仕事を体験したり、

手伝ったりしての感想も入れな

○他のグループの発表を聞いて、話の内容かがら発表する。

ら質問や感想を述べている｡【思→発表】

・１学期の探検カードを見たり、発表を思い・１学期の探検と比べながら質問

出したりしながら考えるようにする。や感想を述べ合う。

・発表の仕方のよいところにも触れるように

させる。・苦労や喜び、仕事に対する思い

○体験した仕事の難しさ、大変さ、その仕事なども話し合う。

に携わる人の苦労や努力について気付いて

いる。 【気→発表･カード】 ･

・カードに書いた気付きを全体に紹介し、関４ カードに感想をまとめ発表す

連付けることで気付きの共有化を図るようる。
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にする。・すばらしい仕事ををしている人

がいる自分たちの地域について

○友達の発表を聞いて自分の地域や、そこで思ったことや考えたことをまと ハートカード

働いている人について思ったことや考えたこめ発表する。

とをカードにまとめている。

【思→発表・カード】

・誰がどのような仕事をしていたかとを教えま ５活動を振り返り自己評価する。

合うことができたこと、新たにそのお店の苦と ふりかえりカード

労や工夫が分かったことを確認し、さらにおめ ･本時の学習の感想を発表する。

世話になった人に伝えることを知らせる。る

５

６ 場の設定 生活科室

黒 板

発表者

７ 板書計画

しごとのひみつをしょうかいしよう 地図

工藤さん 菅原さん 横田さ 武田さん

写真 写真 写真 写真
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ハートカードしごとのひみつをみつけよう ２年 名前 はっぴょうを聞こう

、のしごとの をを見 しごとのひみつを聞いて思ったことはひみつ メモ

つけたよ くどうびようしつのしごと１

さんのしごと 初めて知ったこと

２すがとらさんのしごと

学しゅうのふりかえり聞いて思ったこと

ガソリンスタンド しごと３ の

どんなしごと 聞いて思ったこと

くろう 、４しゅじさんのしごと

くふう 聞いて思ったこと

うれしいのは

しごとのひみつをみつけよう ２年 名前

をやったよ

やってみておもったこと


